
健康・医療情報データベースについて
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北海道保健福祉部健康安全局国保医療課作成

資料７



北海道
・国保運営方針・介護保険事業支援計画等
（医療費適正化・介護予防）
・保健事業支援の努力義務（国保法第82条第11項）※R2.4新設

（データ提供・好事例の横展開） 等

市町村
・国保・介護保険の制度の運営
・各種保健事業（予防・健康づくり）
（データヘルス計画・健康増進計画 等）
・保健事業支援の努力義務
（データ提供・好事例の横展開） 等

保
険
者 被用者保険（協会けんぽ）

・国保・介護保険の制度運営
・各種保健事業（予防・健康づくり）
（データヘルス計画・健康増進計画 等）
・保健事業支援の努力義務
（データ提供・好事例の横展開） 等

後期高齢者医療広域連合
・後期高齢者医療制度の運営
・各種保健事業（予防・健康づくり）
（データヘルス計画・市町村連携との連携による
事業実施） 等

北海道国保連合会
・市町村支援
（データ提供・分析手法の研修・支援）
・保健事業支援評価委員会
（事業分析・評価、データヘルスの推進） 等

【
一
体
的
実
施
】

【地域・職域連携】

支援

※国は、予防・健康づくりの取組を推進するため、
これらの制度横断的な取組について、国保の保
険者努力支援制度等の保険者インセンティブ制
度を活用。

医療保険者による予防・健康づくりの取組に係る連携体制（概要）

ＫＤＢシステム
市町村及び後期分の
医療/健診/介護情報

・データ分析に基づく保健事業の推進のための支援
・制度横断的な取組、制度間の連携の強化に向けた支援

・データの基盤強化（ＫＤＢの機能強化）
・データの共有化による制度間での課題の共有
⇒連携強化の好循環

【北海道に求められる役割】【改正国保法第82条第11項】 【取組の方向性】※国保ヘルスアップ支援事業を活用
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フェーズ Ｒ２：環境構築 Ｒ３：分析手法及び活用方法の確立 Ｒ４：市町村保健事業への展開 Ｒ５～

取
組
内
容
（
シ
ス
テ
ム
開
発
・
改
修
等
）

■概要（３か年計画）

＊目的 健康・医療情報分析等のエビデンスに基づく健康寿命の延伸

＊内容 (1)健康・医療情報分析データベースの構築（地域・職域連携も視野に）

(2)健康・医療情報分析結果等を活用した重症化予防等の個別保健事業の展開

（二次医療圏単位モデル実施からの横展開等）

⇒発症予防、重症化予防、介護予防、認知症予防（高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施を視野に）

⇒全世代型予防・健康づくりの推進を実現し地域に貢献（将来的な医療費適正化）

＊課題 (1)職域の健康・医療情報収集、住所情報収集 等

(2)市町村等保険者のマンパワー不足（保健推進員等のボランティア育成含む）

圏域分析、疾病別分析、

性・年齢階級別分析 等

↓

年齢階級別経年分析

個人追跡分析 等

※アウトカム指標の明確化

※マップ表示等の見える化

※AI等の活用（民間活用）

市町村等保険者への展開
・エビデンスに基づく保健事業

・一体的実施や職域連携の充実

二次医療圏単位

でのモデル実施

横展開で

全道へ

予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進

国保データベース（KDB）

システム等の国保連合会情報

＜健診・医療・介護＞

職域（協会けんぽ）情報

＜健診・医療＞

全世代型予防・健康づくり推進事業

健康・医療情報
データベース

・北海道版ビッグデータ

ＫＤＢ Ｅｘｐａｎｄｅｒ

・ビッグデータの新規活用
・ＫＤＢの補完・拡充機能

・モデル市町村の分析・検証

・有識者（ＷＧ）の意見 等

【
改
修
】

地
域
へ
の
貢
献

※国保連合会との協働による市町村支援の取組（一部事業委託）

【本稼働】
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0歳～ 40歳～ 65歳～ 75歳～

健

診

医

療

介

護

（※電子データにより管理しているものに限る）

後期高齢者医療情報

介護保険情報 ※3

国民健康保険医療情報

特定健康診査・特定保健指導情報 後期高齢者健康診査情報

妊婦健康診査・乳幼児健康診査・学校健康診断情報 等

※2 2号被保険者 1号被保険者

KDB取扱範囲

被用者保険（組合健保、共済組合等）医療情報

※1
一定の障害
がある者

※1 65歳以上75歳未満で一定の障害がある者
※2 第2号被保険者（受給については、要介護、要支援状態が加齢に起因する疾病（特定疾病）による場合に限定）
※3 「受給者台帳」に登録されている被保険者に限る
※4 データは、最大10年間分を保有

（参考）健康・医療情報DBの保有データ

協会けんぽの
健診・医療データ
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住民情報を
広範にカバー



健康・医療情報データベース Ｒ３新規開発・改修内容（検討中）

【② 帳票作成】

○ ＫＤＢシステム帳票データ（協会けんぽデータを含む）

○ 実数表示機能

○ グラフ表示機能

○ マップ表示による見える化機能 等

※ＫＤＢシステムにない独自帳票については、ＷＧの議論を踏まえて対応の可否を決定

【① 分析ツール開発】

○ ＣＳＶ出力機能

○ 各制度分析、制度間分析機能

○ 疑い病名除外機能

○ 医療費３要素分析

○ AI分析機能 等

※分析手法モデル市町村での分析

【③ 市町村連携機能】

○ ポータル機能

○ 市町村向け帳票出力機能

○ アンケート機能 等
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2020年度 2021年度 2022年度 2023～

10～12月 1～３月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 ・・・

健康・医療情報
データベース

基
盤
系

ＫＤＢ
Ｅｘｐａｎｄｅｒ

帳
票
・
サ
ー
ビ
ス
系

分析手法の検討
（モデル事業等）

分
析
手
法
検
討

事
業
実
施

健康・医療情報データベース構築スケジュール（案） （R３.1時点）

ＤＢの環境構築
（サーバ等）

協会けんぽデータの
初回受入

データ提供基盤の検討・構築（ポータル等）

協会けんぽデータの連結

機能拡充・強化（ＷＧ意見・要望対応 等）
（※データ基盤強化：法改正対応）

協会けんぽデータの連結

※国において、40歳未満の者の事業主健診等結果の保険者への提供や保険者間での健診情報の共有
について、本人同意を不要とする法改正を検討中。システムへの影響に留意。

データ
蓄積

KDBデータ＋協会け
んぽデータを実施し
た一部帳票データの
提供を開始

① 分析ツール基本機能開発
（CSV出力機能 等）

② 帳票作成
（ＫＤＢシステム画面（協会けんぽを含む）
帳票 等 ）

③ 市町村連携機能
（ポータル活用による帳票提供機能 等 ）

▶分析系独自機能開発
・独自帳票
（グラフ・マップ表示による見える化機能）

・ AI分析機能（モデル市町村での分析）

※経年分析の継続性を担保する観点から、過去のKDBデータとの整合性についても留意
※WG（市町村・有識者等で構成）の意見等を踏まえ慎重に検討
※制度間連携を念頭に、健康増進計画等各種計画にも活用可能な帳票や分析手法について検討

① 分析ツール基本機能強化・改修
（2021年度を踏まえた機能性向上 等）

② 帳票作成（追加）
（法改正対応等の変更対応 等）

③ その他
（本稼働に向けた説明会・操作研修、
業務支援メニュー検討 当）

本稼働

モデル市町村
選定

保健事業の実施
※分析手法に基づき実施
→必要なデータや機能拡充・業務
支援に反映

・分析手法の提供
・事業結果のフィードバック

保健事業の実施
※分析手法に基づき実施
→必要なデータや機能拡充・業務
支援に反映

横展開

・AI分析機能
（実証事業→エビデンスの立証、事業への反映）
・Ｅｘｐａｎｄｅｒを活用した分析手法の検討
（課題の把握、事業計画・立案に活用可能な
データの検討)

モデル市町村
選定

・AI分析機能
（実証事業を踏まえた分析機能の開発）
・Ｅｘｐａｎｄｅｒを活用した分析手法の確立
（横展開を見据え、事業の実施を踏まえた活用方
法の具体化 等）

・分析手法の提供
・事業結果のフィードバック

※スケジュールは現時点での想定を含むため、制度改正等があった場合には変更が有り得る。 6


